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月

９
・
議
員
全
員
協
議
会

　

・
海
老
名
市
議
員
会
総
会

　

・
議
会
運
営
委
員
会

　

・
埼
玉
県
入
間
市
議
会
行
政

視
察
来
庁　

　

・
経
済
建
設
常
任
委
員
会
行

１０

政
視
察
（
５
／　

〜　

）

１０

１２

福
岡
県
北
九
州
市
他

　

・
文
教
社
会
常
任
委
員
会

１２
　

・
総
務
常
任
委
員
会
行
政
視

１５

察
（
５
／　

〜　

）
島
根

１５

１７

県
松
江
市
他

　

・
文
教
社
会
常
任
委
員
会
行

政
視
察
（
５
／　

〜　

）

１５

１７

熊
本
県
宇
城
市
他

　

・
青
森
県
む
つ
市
議
会
行
政

視
察
来
庁

　

・
広
島
県
竹
原
市
議
会
行
政

１９

視
察
来
庁　

　

・
北
海
道
旭
川
市
議
会
行
政

２０

視
察
来
庁　

　

・
埼
玉
県
所
沢
市
議
会
行
政

２３

視
察
来
庁

　

・
議
会
運
営
委
員
会

２５
　

・
海
老
名
市
議
員
会
研
修
会

２６６　

月

１
・
議
会
運
営
委
員
会

　

・
第
２
回
定
例
会
第
１
日

７
・
総
務
常
任
委
員
会

８
・
文
教
社
会
常
任
委
員
会

９
・
経
済
建
設
常
任
委
員
会

　

・
第
２
回
定
例
会
第
２
日

１３
　

・
第
２
回
定
例
会
第
３
日

１４
　

・
ま
ち
づ
く
り
対
策
特
別
委

１５

員
会

　

・
高
速
道
・
相
模
川
対
策
特

１９

別
委
員
会　

　

・
議
会
運
営
委
員
会

２０
　

・
第
２
回
定
例
会
第
４
日

　

・
議
員
全
員
協
議
会

　

・
広
報
委
員
会

　

・
基
地
対
策
特
別
委
員
会
行

２７

政
視
察　

横
田
飛
行
場

７　

月

６
・
愛
知
県
小
牧
市
行
政
視
察

来
庁

７
・
埼
玉
県
鴻
巣
市
行
政
視
察

来
庁

　

・
議
員
全
員
協
議
会

１０
　

・
議
会
運
営
委
員
会

　

・
総
務
常
任
委
員
会

　

・
海
老
名
市
議
員
会
視
察
研

１２

修
会　

千
葉
県
香
取
市

����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����

QQQQ
QQQQ
QQQQ
QQQQ
QQQQ
QQQQ
QQQQ
QQQQ
QQQQ
QQQQ
QQQQ

¢¢¢¢
¢¢¢¢
¢¢¢¢
¢¢¢¢
¢¢¢¢
¢¢¢¢
¢¢¢¢
¢¢¢¢
¢¢¢¢
¢¢¢¢
¢¢¢¢

議
会
日
誌

６月１３日、１４日、
２０日に議員１９名が
市の考えをただし
ました。�
主な質問、答弁の
要旨を紹介いたし
ます。�

　

問
：
今
の
子
ど
も
た
ち
が
社

会
で
活
躍
す
る
こ
ろ
に
は
、
英

語
で
考
え
る
力
を
必
要
と
さ
れ

る
時
代
に
直
面
す
る
と
思
い
ま

す
。
教
育
委
員
会
の
外
国
語
教

育
の
充
実
を
図
る
施
策
に
つ
い

て
お
尋
ね
し
ま
す
。

　

答
（
教
育
長
）
：
「
言
語
や

文
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
」

・
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
ろ
う
と
す
る
態
度
の
育
成
を

図
る
」
・
「
実
践
的
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
基
礎
を
養

う
」
と
い
う
目
標
達
成
の
ひ
と

つ
と
し
て
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指

導
助
手
）
を
派
遣
し
、
ネ
ー
テ

ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
指
導

を
導
入
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

少
人
数
指
導
や
、
英
語
を
選
択

教
科
と
し
て
設
定
す
る
な
ど
、

各
学
校
で
指
導
の
工
夫
を
し
て

い
ま
す
。

　

問
：
現
在
、
小
中
学
校
に
お

い
て
耐
震
補
強
工
事
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
校
舎
外
壁
の
汚

れ
や
雨
漏
り
、
ト
イ
レ
の
悪
臭

な
ど
、
学
校
の
魅
力
を
台
な
し

に
す
る
施
設
の
劣
化
が
放
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
学
校
施
設
の
補

修
お
よ
び
充
実
を
図
る
施
策
に

つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

　

答
（
教
育
長
）
：
学
校
施
設

の
状
況
は
承
知
し
て
い
ま
す
が
、

大
規
模
改
修
に
は
多
額
な
費
用

が
か
か
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
現
在
実
施
中
の
耐

震
補
強
工
事
の
完
了
後
、
児
童

・
生
徒
が
安
心
し
て
学
校
生
活

が
送
れ
る
よ
う
に
、
安
全
面
に

配
慮
し
た
整
備
を
優
先
し
、
研

究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

問
：
国
分
北
の
清
水
団
地
に

は　

世
帯
ほ
ど
の
方
が
住
ん
で

１８０
い
て
、
乳
幼
児
や
小
学
校
低
学

年
の
子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
休
日
な
ど
、
お
父
さ

ん
が
子
ど
も
た
ち
と
道
路
上
で

遊
ぶ
姿
を
見
か
け
ま
す
が
、
気

の
毒
で
す
。
団
地
内
に
は
、
３

カ
所
の
空
地
（
更
地
）
が
あ
る

の
で
、
所
有
者
の
賛
同
を
得
て
、

買
い
上
げ
や
借
り
上
げ
等
で
公

園
を
造
り
、
少
し
で
も
親
子
が

安
心
し
て
遊
ぶ
こ
と
の
出
来
る

環
境
を
作
っ
て
い
た
だ
け
な
い

で
し
ょ
う
か
。
市
長
の
考
え
を

お
聞
き
し
ま
す
。

　

答
（
市
長
）
：
こ
の
地
区
は
、

す
で
に
公
園
を
整
備
し
て
お
り
、

公
園
数
は
満
た
さ
れ
て
い
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
住
宅

密
集
地
で
も
あ
り
、
新
た
な
公

園
を
設
置
す
る
こ
と
は
困
難
で
、

空
地
を
利
用
す
る
場
合
も
、
面

積
が
小
さ
く
近
隣
関
係
の
問
題

も
あ
り
、
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

　

問
：　

月
１
日
か
ら
運
行
が

１０

決
ま
っ
て
い
る
上
今
泉
ル
ー
ト

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い

て
は
、
国
分
ル
ー
ト
と
同
じ
バ

ス
会
社
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
合

理
的
な
運
行
が
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
多
く
の

沿
線
市
民
に
利
用
し
て
も
ら
う

た
め
、
ど
の
よ
う
な
Ｐ
Ｒ
を
計

画
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
Ｐ

Ｒ
時
期
に
つ
い
て
市
長
の
見
解

を
お
伺
い
し
ま
す
。

　

答
（
市
長
）
：
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
は
、
公
共
交
通
不
便
地

域
解
消
の
手
段
と
し
て
、
地
域

の
み
な
さ
ん
と
行
政
が
共
に
支

え
あ
っ
て
運
行
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
で
き
る
だ
け
多

く
の
方
に
利
用
い
た
だ
く
た
め
、

効
率
的
な
Ｐ
Ｒ
を
考
え
て
い
ま

す
。

　

答
（
ま
ち
づ
く
り
部
長
）
：

広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
も
と

よ
り
、
試
験
運
行
の
沿
線
と
な

る
地
域
の
方
に
は
、
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
に
よ
る
運
行
開
始
の
お
知

ら
せ
を
行
う
予
定
で
す
。
Ｐ
Ｒ

時
期
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
か

ぎ
り
早
期
に
、
効
果
的
に
実
施

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

問
：
南
部
地
域
へ
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

は
、
地
域
的
に
広
く
密
度
が
低

い
う
え
、
住
宅
が
点
在
し
て
い

る
た
め
に
、
運
行
方
法
に
つ
い

て
、
市
長
は
じ
め
担
当
者
は
、

頭
を
悩
ま
す
と
こ
ろ
だ
と
思
い

ま
す
。
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。　

　

答
（
市
長
）
：
南
部
地
域
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
行
き
バ
ス
の

活
用
を
交
渉
中
で
あ
り
、
ま
た

他
方
で
は
、
乗
り
合
い
タ
ク
シ

ー
の
手
法
と
い
う
両
面
で
検
討

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
方
向
性
は
、
本
年

度
の
上
半
期
の
９
月
ご
ろ
ま
で

に
示
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　

答
（
市
長
）
：
さ
が
み
野
駅

周
辺
地
域
は
、
人
口
密
集
地
域

・
既
成
市
街
地
の
拠
点
で
あ
り
、

市
内
で
も
犯
罪
発
生
件
数
が
多

く
、
安
全
確
保
・
危
機
管
理
対

策
の
強
化
が
必
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
域
へ
の
交
番
設
置
に

つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
県
に
要

望
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
実

　

問
：
市
で
は
平
成　

年
度
、

１７

青
パ
ト
に
よ
る
下
校
時
の
パ
ト

ロ
ー
ル
活
動
を
、
全
庁
あ
げ
て

行
い
、
児
童
・
生
徒
の
安
全
確

保
に
効
果
を
あ
げ
ま
し
た
が
、

今
年
度
か
ら
は
週
に
２
回
行
う

と
い
う
こ
と
に
縮
小
さ
れ
た
よ

う
で
す
。
現
在
の
社
会
情
勢
か

ら
し
て
疑
問
が
残
り
ま
す
。
お

考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

答
（
教
育
長
）
：
児
童
・
生

徒
の
安
全
確
保
の
た
め
に
は
、

「
地
域
の
子
ど
も
は
、
地
域
が

守
る
」
と
い
う
意
識
が
重
要
で

す
。
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

情
報
交
換
会
の
開
催
や
パ
ト
ロ

ー
ル
用
品
の
配
布
な
ど
、
活
動

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
今
後

も
青
パ
ト
の
運
用
に
つ
い
て
十

分
検
討
し
、
充
実
強
化
を
図
り

ま
す
。

　

問
：
国
分
寺
台
は
高
齢
化
率

が　

％
を
超
え
、
高
齢
化
が
進

３０
ん
で
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、

　

問
：
市
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
が
、
公

共
施
設
や
全
中
学
校
に
設
置
さ

れ
、
市
民
の
命
を
守
っ
て
い
ま

す
。
４
月
に
は
、
小
児
用
の
器

具
が
承
認
さ
れ
、
全
国
の
小
学

校
、
幼
稚
園
な
ど
に
も
設
置
が

進
む
と
思
わ
れ
ま
す
。
本
市
で

も
早
期
に
導
入
す
べ
き
と
考
え

ま
す
が
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

答
（
消
防
長
）
：
あ
ら
ゆ
る

状
況
に
対
応
す
る
た
め
、
救
急

車
４
台
と
救
助
工
作
車
に
、
小

児
用
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
整
備
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

答
（
教
育
長
）
：
小
学
校
で

の
使
用
例
は
少
な
く
、
今
後
新

機
種
の
増
加
な
ど
を
見
き
わ
め
、

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

答
（
保
健
福
祉
部
次
長
）
：

保
育
園
で
は
、
該
当
す
る
事
故

の
発
生
例
も
な
く
、
救
急
車
へ

の
設
置
も
計
画
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
動
向
を
見
守
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
き

っ
か
け
に
互
助
の
精
神
が
芽
生

え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
地
域
の
福

祉
政
策
と
商
業
政
策
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　

答
（
保
健
福
祉
部
長
）
：
社

会
福
祉
協
議
会
が
計
画
し
て
い

る
地
区
社
協
の
設
置
を
支
援
す

る
と
と
も
に
高
齢
者
ふ
れ
あ
い

相
談
員
の
配
置
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

答
（
市
民
環
境
部
長
）
：
商

店
街
元
気
復
活
研
究
事
業
の
中

で
現
状
の
分
析
や
、
商
店
会
長

と
の
意
見
交
換
会
を
行
い
、
商

店
街
の
課
題
解
決
、
活
性
化
に

つ
い
て
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

現
に
至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状

で
す
。
地
域
の
安
全
確
保
の
た

め
、
今
後
も
共
同
警
戒
区
域
の

機
能
向
上
や
、
実
効
性
の
確
保

等
に
つ
い
て
、
要
望
を
重
ね
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

答
（
企
画
部
長
）
：
県
で
も

さ
が
み
野
駅
周
辺
地
域
の
状
況

に
つ
い
て
は
、
十
分
承
知
し
て

い
ま
す
が
、
県
下　

を
超
え
る

１００

設
置
要
望
が
あ
る
中
で
の
優
先

性
や
人
員
確
保
の
面
か
ら
も
、

早
期
設
置
は
困
難
と
の
見
解
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
粘
り
強

く
交
渉
を
続
け
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

　

問
：
さ
が
み
野
駅
前
交
番
の

設
置
に
向
け
て
努
力
を
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
以
前
と
ま

っ
た
く
状
況
は
変
わ
っ
て
い
ま

せ
ん
。
座
間
市
で
は
、
さ
が
み

野
駅
北
側
公
有
地
に
、
民
間
が

プ
レ
ハ
ブ
を
寄
贈
し
て
、
パ
ト

カ
ー
の
立
寄
所
を
作
っ
て
い
ま

す
。
海
老
名
市
側
に
も
、
場
所

を
確
保
し
て
警
察
官
の
立
寄
所

を
作
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
土
地
確
保
の
進
捗
状
況
と

氏家康太

海
友
ク

白神多恵子

共
産
党

飯田英榮

市
政
ク

鈴木惣太

海
友
ク

橘川芳夫

海
友
ク

久米和代

公
明
党

団地内の公園


